
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

６
月
１
５
日
、
日
本
共
産
党
の
根
本
み
は
る
市
議

は
、
６
月
市
議
会
の
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
そ

の
１
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の

施
行
、
そ
の
後
の
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大

綱
」
の
閣
議
決
定
と
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
方
向
性

が
明
確
化
さ
れ
、
数
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。 

こ
ど
も
食
堂
な
ど
支
援
の
と
り
く
み
が
ひ
ろ
が
る
一

方
で
、
現
在
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、
子
育
て
家
庭
の
家

計
に
は
、
給
食
費
が
大
き
く
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

文
部
科
学
省
の
平
成
２
９
年
度

「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
等
の
実

施
状
況
」
に
よ
る
と
、
全
国
１
７

４
０
自
治
体
の
う
ち
、
７
６
自
治

体
が
小
学
校
・
中
学
校
と
も
学
校

給
食
の
無
償
化
を
実
施
、
４
２
４

自
治
体
が
一
部
無
償
化
、
一
部
補

助
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
調
査

結
果
が
あ
り
ま
す
。 

愛
知
県
内
で
は
、
安
城
市
、
岩

倉
市
、
扶
桑
町
は
第
３
子
か
ら
の

無
償
を
実
施
、
こ
の
度
の
物
価
高

騰
を
受
け
て
、
津
島
市
、
犬
山
市
、

愛
西
市
な
ど
が
期
間
を
区
切
っ
た

無
償
化
、
豊
明
市
は
、
１
食
あ
た

り
４
０
円
の 

 

Ｑ 

公
立
小
学
校
・
中
学
校
等
に
通
学
す
る
子
ど
も

の
１
年
間
の
学
習
費
の
実
態
の
調
査
結
果
は
。 

Ａ 

文
部
科
学
省
調
査
結
果
に
お
け
る
、
学
習
費
の 

年
間
金
額
の
推
移
（
公
立
小
学
校
・
中
学
校
別
） 

「
小
学
校
の
平
成
２
４
年
度
は
３
０
，
６
万
円
。 

３
０
年
度
３
２
，
１
万
円
で
１
．
５
万
円
の
増
」 

「
中
学
校
の
平
成
２
４
年
度
は
４
５
万
円
。
３
０ 

年
度
は
４
８
，
８
万
円
で
３
．
８
万
円
の
増
」 

 

答
弁
か
ら
、
小
中
学
生
２
人
の
家
庭
で
、
平
均
金

根
本
市
議
は
、「
貧
困
が
世
代
を
超

え
て
連
鎖
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
必
要
な
環
境
整
備
と
教
育
の

機
会
均
等
を
図
る
」
と
い
う
子
ど

も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
の

理
念
に
も
と
づ
く
、
施
策
の
具
体

化
と
し
て
、
給
食
費
無
料
化
の
決

断
を
強
く
求
め
ま
し
た
。 

  

学
校
教
育
法
第
１
９
条
に
お
い

て
、「
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
、
就

学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
学
齢
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
は
、
市

町
村
は
、
必
要
な
援
助
を
与
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。「
就
学
援
助
」
の
必
要
性
が

年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

  Ｑ 

全
児
童
生
徒
数
に
対
す
る
就 

 

学
援
助
利
用
者
の
割
合
は
。 

Ａ 

令
和
３
年
度 

小
学
校
で
約 

８
．
６
％
、
中
学
校
で
約
１ 

０
．
１
％
。 

 

全
国
平
均
よ
り
低
い
愛
知
県
の

利
用
割
合
は
１
０
、
３
３
％
で
す
。

そ
れ
よ
り
も
低
い
利
用
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

  

生
活
保
護
、
生
活
保
護
の
停
止
、

ほ
か
、
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
場 

 

 

Ａ
「
再
開
発
事
業
に
よ
る
商
業
や

居
住
施
設
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
取
組
に
よ
り
都
市
基
盤

が
整
っ
た
こ
と
で
、
目
標
と
し
て

い
た
歩
行
者
通
行
量
や
居
住
人

口
が
増
加
し
、
中
心
市
街
地
に
お

け
る
取
組
は
評
価
で
き
る
。 

K
i
TA
RA

（
キ
タ
ラ
）
ビ
ル
整
備
後

ま
で
の
検
証
結
果
に
つ
い
て
は
、

第
４
期
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
に
お
い
て
検
証
し
、
策
定
後

に
公
表
す
る
。 

  

Ｑ 

令
和
３
年
度
の
市
民
意
識
調

査
の
結
果
で
は
、
施
策
に
対
す

る
満
足
度
「
商
業
地
に
魅
力
と

に
ぎ
わ
い
が
あ
る
」
と
す
る
評

価
が
、
前
回
に
比
べ
て
０
，
２

２
％
低
下
し
、
一
方
、「
力
を
入

れ
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
る
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
」
で
は
、

「
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通 

が
整
っ
て
い
る
」
の
項
目
が
、
期

待
度
の
高
い
結
果
。
こ
の
結
果
か

ら
、
本
市
が
考
え
る
ま
ち
づ
く
り

は
市
民
の
期
待
に
応
え
る
も
の

と
考
え
る
の
か
。 

Ａ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
た
め
、

直
ち
に
評
価
、
判
断
を
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
今
後
と
も
、

市
民
意
識
調
査
の
結
果
だ
け
で

は
な
く
、
様
々
な
意
見
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
市
民
の
「
満
足
度
」

が
高
ま
る
よ
う
、
都
心
空
間
の

活
用
と
再
整
備
の
両
輪
で
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。 

  

Ｑ 

都
心
環
境
計
画
の
見
直
し
の 

中
で
、
駅
東
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
廃
止
し
、
駅
東
口
駅
前
広
場
を

整
備
す
る
計
画
は
、
都
心
環
境
計

画
の
停
車
場
線
の
「
フ
ル
モ
ー
ル

化
」
を
見
据
え
て
い
る
計
画
な
の

か
、
そ
れ
と
も
見
直
し
の
検
討
の

中
で
、
フ
ル
モ
ー
ル
化
を
見
直
し

の
対
象
と
す
る
の
か
。 

Ａ
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
で
日
常
的
に
賑 

わ
う
公
共
空
間
の
創
出
や
超
高

齢
社
会
に
適
応
し
た
交
通
結
節

機
能
の
強
化
に
向
け
て
、
豊
田
市

駅
東
口
駅
前
広
場
の
整
備
を
進

め
る
な
か
で
、
フ
ル
モ
ー
ル
化

は
、
議
論
に
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
。 

       

２
月
８
日
の
緊
急
事
態
宣
言

を 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
高
齢

者
施
設
に
勤
務
す
る
職
員
約
７

０
０
人
を
対
象
に
、
２
月
と
３
月

に
２
回
の
検
査
を
実
施
す
る
な

ど
、
独
自
の
検
査
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。 

Ｑ 

市
内
の
高
齢
者
・
障
が
い
者

施
設
の
職
員
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等

検
査
の
状
況
は
。 

Ａ 

「
濃
厚
接
触
者
以
外
に
も
、
勤

務
し
て
い
た
職
員
な
ど
に
検

査
を
広
げ
て
い
る
。」 

   

愛
知
県
内
の
高
齢
者
施
設
や
医

療
機
関
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

は
、
２
月
１
２
日
ま
で
に
１
７
施

設
に
も
な
り
、
先
日
、
愛
知
県
は

県
全
域
を
対
象
と
し
て
、
高
齢
者

施
設
等
職
員
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査

を
お
こ
な
う
と
公
表
し
ま
し
た
。

無
症
状
者
を
含
め
、
幅
広
く
積
極

的
な
検
査
の
実
施
が
求
め
ら
れ
ま

す
。 

Ｑ 

高
齢
者
・
障
が
い
者
施
設
の

集
団
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
実

施
の
考
え
は
。 

Ａ
「
３
月
末
ま
で
に
実
施
す
る
準

備
を
進
め
て
い
る
。」 

 

３
月
末
ま
で
に
検
査
で
き
る
よ

う
体
制
を
作
る
こ
と
、
３
月
以
降

も
必
要
な
集
団
的
・
定
期
的
検
査

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。 

額
で
５
万
３
０
０
０
円
の
増
額
と

い
う
結
果
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

   

Ｑ 

本
市
の
平
成
３
１
年
４
月
の

給
食
費
の
値
上
げ
で
年
間
金
額

は
ど
う
な
っ
た
の
か
。 

Ａ 

小
学
校
で
年
額
４
万
７
，
５
０

０
円 

中
学
校
で
年
額
５
万

１
，
８
０
０
円
。
値
上
げ
前
の

平
成
３
０
年
度
と
の
比
較
で

は
、
小
学
校
で
年
額
２
，
８
６

０
円
の
増
額
、
中
学
校
で
年
額

２
，
６
６
０
円
の
増
額
。 

  

学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
に
つ

い
て
、
文
部
科
学
省
の
見
解
は
「
市

や
県
な
ど
が
教
育
を
受
け
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
の
負
担
の
軽
減
を

図
る
こ
と
は
可
能
」
と
し
て
い
ま

す
。 

Ｑ
食
材
料
費
に
対
す
る
公
費
負
担

が
可
能
で
あ
る
、
と
す
る
市
の

認
識
は
。 

Ａ 

愛
知
県
教
育
委
員
会
が
自
治
体 

 

向
け
に
示
し
た
「
学
校
給
食
の

管
理
と
指
導
」
に
よ
る
と
、「
保 

護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め 

に
、
設
置
者
で
あ
る
自
治
体
が
、 

食
材
料
費
を
補
助
す
る
こ
と
を

禁
止
し
た
趣
旨
の
も
の
で
は
な

い
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

補
助
な
ど
、
保

護
者
負
担
の
軽

減
を
決
め
て
い

ま
す
。 
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制
服
や
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
の
新

入
学
の
学
用
品
等
に
対
す
る
申

請
は
、
学
校
教
育
課
の
窓
口
で
も

受
け
付
け
る
よ
う
改
善
を
図
っ

て
い
る
。 

 

根
本
市
議
は
、
広
報
と
よ
た
へ
の
掲

載
、
福
祉
や
税
の
窓
口
で
周
知
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
知
ら
せ

る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。 

   
申
請
窓
口
に
つ
い
て
の
県
内
の

自
治
体
ご
と
の
調
査
で
は
、
市
町
村

窓
口
と
学
校
の
「
両
方
」
を
利
用
で

き
る
の
が 

３
５
市
町
村
（
６
５
％
）、

市
町
村
窓
口
の
み
が 

１
３
市
町
村

（
２
４
％
）、学
校
の
み
が 
６
市（
１

１
％
）
で
す
。
教
育
委
員
会
の
窓
口

と
学
校
の
両
方
の
利
用
を
、
多
く
の

自
治
体
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校

の
み
と
し
て
い
る
豊
田
市
で
、
よ
り

申
請
し
や
す
い
方
法
に
し
て
、
間
口

を
広
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

合
、
基
準
以
上
の
所
得
で
あ
っ
て 

失
業
や
病
気
、
急
激
な
収
入
の
低
下

な
ど 

特
別
な
理
由
に
よ
り
生
活
状

態
が
極
め
て
悪
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
も
対
象
。 

 

生
活
保
護
の
捕
捉
率
は
、
大
変
低
い

と
い
う
厚
生
労
働
省
の
調
査
が
あ

り
、
そ
も
そ
も
生
活
保
護
世
帯
が
限

ら
れ
た
世
帯
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

基
準
金
額
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
対

象
の
拡
大
が
必
要
で
す
。 

   

Ｑ 

制
度
に
つ
い
て
の
保
護
者
へ
の

周
知
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
申
請
し
や
す
い

方
法
に
改
善
す
る
考
え
は
。 

Ａ 

保
護
者
へ
の
周
知
は
、
入
学
説
明

会
や
進
級
等
の
際
に
、
内
容
や
申

請
方
法
を
案
内
し
て
い
る
。 

・
本
市
へ
転
入
し
て
き
た
児
童
生
徒

に
は
、
転
入
手
続
き
の
際
に
案
内

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
給
食
費
の

滞
納
な
ど
、
状
況
か
ら
判
断
し
て
、

個
別
に
案
内
を
す
る
こ
と
も
あ

る
。 

・
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、
就
学
援

助
を
希
望
す
る
保
護
者
か
ら
、
申

請
書
を
学
校
に
提
出
し
て
い
た
だ

く
。
平
成
３
０
年
度
か
ら
始
め
た

日本共産党が提案している「気候危機を打開する２０３０

戦略」を学びます。 

日本共産党愛知県委員会政策委員長 

お
も
て
面
の
続
き 

 


